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資源量の推定には,漁 獲物から統計学的手法を用いて求めるやり方や,卵 稚仔の分布からの推定,

魚探を用いて生物現存量を直接求める方法などがあるが,い ずれも,色 々な問題点を含んでいる。

その中で魚探を用いて生物量を求める方法は,い ちいち漁具を用いて採集する必要がな く対象海域

を調査船で走れば即座に資料が得られる反面,記 録紙から反応を読み取る難しさや,深 度補正に時

間を取 られ,そ の利点 を十分生かしきれていなかった。しかし,最 近では,魚 探自体が深度補正を

行 って くれ るTVG回 路 が装 備 され,反 応 もデ ジタ ル化 され て表 示 され る。 い わゆ る科 学 魚探 が 普

及 しは じめ,調 査 か ら解 析 まで の時 間 が 大幅 に 短縮 され て きたゼ 日本 で も,駿 河湾 の サ ク ラエ ビ

(静岡 水 試1982)や ア リー一シ ャン海盆 域 の スケ トウダ ラ(水 産 庁1984)な ど多 くの資 源 量 推定 に用

い られて い る。 島根 水 試 に も,1983年 に古野 電 気 の科 学 魚探,FQ-50が 試験船 島根 丸 に装 備 さ.

、れ,島 根県 中部 海 域,通 称"大 社 湾"で の生物 現 存 量 の推 定 に用 い られ てい る。今 回 の報 告 で は,

1983年,1984年 の計6回 の調 査の うち,1984年 の6月 と7月 に行 った2回 の調 査 を 中心 に解 析

を行 った。

な お,詳 し くは 「日本 海 ブ ロッ ク試 験研 究 集 録 第6号 」 に 報告 して あ るので,こ こで は概 要 を

述 べ る。

材 料 と 方 法

島根 県 中部 海域 の生 物現 存 量 を推 定す る為,科 学 魚探(古 野 電 気,FQ-5σ)を 用 いて調 査 を

行 った 。調 査 は,1983年 と1984年 に計6回 行 ったが,今 回 は この うち,1984年6月27日 と7月

2日 に行 った2回 につ いて 報告 す る。 F0-50 の シス テ ムに カ ラー 魚探 を と りつ けたが,そ の 目

的は,湿 式の魚探用紙でははっきりわからなかった魚群数及びその形状 をより正確に確認し,そ の

部分のSV値 をチエックすることにより,生 物量推定の精度を上 げるためである。得 られたSV値

は調査海域を緯度,経 度1分 ずっの区画に分け,一 区画の各層毎のその平均値を計算した。実際の

生物現存量を求めるにあたっては,各 層の平均SV値 をさらに平均し,一 区画毎の平均SV値 を求

めた。SV値 か ら生物量を求めるには,対 象生物の Target Strength (T • S

本 調 査 では それ が不 明な た め久保 田他(1984)が 求 め た マ ァ ジのTS及 び,

1が必要となるが

Nakkeneta'.1

*日 本 海 ブ ロ ック試 験研 究 集 録 第6号(1986)に 発 表 した。



(1977)の sprat のTSを 参考 に して計 算 を行 った 。

結 果

生物現存量を求めるには,北 洋のスケ トウダラや南極のオキァミなどといった単一魚群ならば,

対象魚種のTSとSV値 か ら現存量を求めることは可能である。しかし,暖 水域のしかも沿岸部 と

なると,一 部の例外 を除いて多種多様な魚種が棲息してお り簡単にTSを 代入して生物量を算出す

ることは出来ない。また,TS自 体が求められていない魚種 も数多い。そこで今回は,現 実の生物

現存量を求める前段階として,反 応の全てがマアジだったらという仮定でSV値 を生物現存量に換

算 した。換算に必要なTSは 西水研の久保田ら(1984)が 求めた平均体長9.9αm,平 均体重12,0

9の マ ア ジ の' FS, -45.6 dB (200KHZ) , -46.9 dB (50KHZ) を参考とし,島 根丸

に装 備 され てい るFQ-50が88KHZで あ る こ とか ら,一46.9dBと した。 その結 果 は6月27

日が約1,212ton,7月2日 ・が948tonで あ った。

しか し・ 以 上 の結 果 は現 実 の生 物 現存 量 とは ほ ど遠 い 値で あ り・ あ くまで一 つ の 目安 に しかすぎ
＼

ない。 そこ鴬 もう少 しまともな値 を出す試 み として,6月27日 及 び7月2日 の調 査海 域 の東 部 か ら南

部 に か けて現 れ た反 応 につ いて更 に検討 を加 えた。 この海 域 での カ ラー魚 探 記録 に現 わ れて い る海

底付 近 か ら,時 に は中 層 まで広 が る反 応 は,こ の海域 特 有 の もので あ った。 そ こで この反 応 の 魚種

を確 認 す る為,中 層 トロー ル及 び水 中 テ レ ビによ る 目視観 察 を行 った。 中 層 トロ ールの 主 な漁獲 物

は カ タ クチ イ ワシ ・ウル メ イ ワシ ・マイ ワ シな どの幼 魚 で あ った。 また水 中 テ レビに よ る観 察 で も

時折 ウ マズ ラハ ギが 見 える程 度 で,他 の大 型 魚 は ほ とん ど確認 出 来 ず,イ ワ シ類 幼魚 と思 わ れ るギ

ラギ ラ した光 が見 え るだ け であ っ た。 以上 の こ とか ら,こ の 魚群反 応 は,主 にイ ワ シ類幼 魚 か ら成

り立 つ と判 断 し,そ の現 存 量 の推 定 を行 った 。 イ ワシ類 幼 魚 の反 応 は一 定 水深 に限 られ お り,調 査

範 囲 が水 深30〃1以 深 で あ り,そ れ以浅 で も反 応 が あ るか ど うか は不 明 だ がi;6月27T日 は50〃 以浅

に,ま た7月2日 に は,水 深40mか ら60m付 近 に集 中 してい た。 そ こで イ ワシ類 幼 魚 の反応 のS

V値 の み をチ エ ッ ク し,イ ワシ類幼 魚反 応 の ない測 定値 は一99.9dBと して イ ワ シ類 幼魚 反応 の

現われた区画の平均SV値 を計算 した。また, Nakken and 0 lsen (1977 ) が ニシン類 の小 魚,

ス プ ラ ッ トで求 めた 体長 とTSの 関 係式 を 用いて,イ ワ シ類幼 魚 のTSを 求 め た。 イ ワシ類 幼 魚 の

群 れ は,カ タ クチ イ ワシ ・ウル メ イ ワシ ・マイ ワシの3魚 種 に限 定 し,そ れ ぞ れの 魚種 が単 一 で魚

群 を構成 す る と仮 定 して,3通 りの イ ワシ類幼 魚現 存量 の計算 を行6た 。

その結 果 現 存量 は,6月27日 は29～41ト ン,7月2日 は121～166ト ンとな った。6月27日

と7月2日 で は現 存量 に4倍 の開 きが み られ るが,こ れ は6月27日 には 調査 範 囲 が イ ワ シ類 幼 魚

分布域 の全 て をカ バー してお らず,30〃 似 浅 に分布 範 囲 が広 が って いた た めだ と考 え られ る。




